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2020-2021 年度 第 1880 回例会 

宇都宮南ロータリークラブ会報 
会長：中野智之 幹事：長谷川博夫 広報委員会リーダー：酒澤伸二 

例会場及び例会日：ホテルニューイタヤ≪水曜 12：30≫ 

事務所：宇都宮市大通り 2-4-6 ホテルニューイタヤ内 

TEL：028-635-5511（ホテルニューイタヤ） 

 

 

 

 

 

    司 会               嶋田 辰雄 会場監督（S.A.A） 

 

§ ロータリーソング「四つのテスト」 

 

    ビジター紹介            磯貝 太 親睦家族委員長 

 

§ 佐藤 朝子様（あさこ動物病院 院長獣医師・卓話者） 

§ 川名 悟様（宇都宮 90RC） 

 

    会長の時間             中野 智之 会長 

 

  皆さんこんにちは。 

本日は佐藤様をお迎えして、卓話をお願いしております。佐藤様よろしくお願いします。 

先日のクリスマス例会には、多くの会員の皆さんに参加いただき、ありがとうございました。また、

磯貝親睦委員長を始め、親睦委員の皆さんに感謝しております。重ねて、我が南ロータリークラブメン

バーを主体としたバンドの演奏の機会を設けていただき、ありがとうございます。バンドメンバーには

90 クラブ大関会長も参加していただきました。それもあって、私も 90 クラブのクリスマス例会に長谷

川幹事と共に参加してまいりました。また 90 クラブのバンドにも参加し、南ロータリークラブ会長と

してのプライドを賭けて、1時間ほど歌ってまいりました。 

90クラブにも、南ロータリークラブにも、例会の運営には様々な違いが有ります。その違いを知るこ

とで、必ず南ロータリークラブの運営に参考になります。当然、親睦も深まります。ロータリアンは、

世界全てのロータリークラブの例会に参加出来ます。メイク未経験、あるいは最近メイクをしていない

会員は、是非積極的にメイクをしていただきたいと思います。 

最後に、丁度今年度も折り返しとなりました。残り半年間、よろしくお願いします。 

   

 幹事報告               長谷川 博夫 幹事 

 

§ 地区大会 DVDが届いております。(配布) 

 

12 月 第 4 例会          

2020 年 12 月 23 日(水)      会員数 55 名 出席 25 名 
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    川名 悟様ご挨拶（宇都宮 90 ロータリークラブ） 

 

  先日は中野会長、当宇都宮 90 ロータリークラブのクリスマス家族会にお越しくださいまして誠にあ

りがとうございました。 

  くるみの会音楽振興会主催 第 15回栃木県ピアノコンクールにご協賛いただき誠にありがとうござい

ました。ロータリーは機会のドアを開くのテーマにより、開催致しました。多くの参加者と共に大成功

致しました。本当にありがとうございました。 

 

 ロータリー財団委員会報告      藤島 拓 委員長 

 

   §本日 18 時から、板屋飯店で米山・財団合同委員会を開催致します。関係者の皆様のご参加をよろしく

お願い致します。米山・財団の寄付金額が 1 人平均 19,000 円弱いただきました。誠にありがとうござ

いました。 

 

    スマイルボックス委員会報告     坂本 昭一 委員長 

 

§川名 悟様(宇都宮 90RC)  

         第 15 回栃木県ピアノコンクールにご協賛いただき、誠にありがとうございました。

心より感謝申し上げます。 

§中野智之会長  佐藤様、本日の卓話よろしくお願い致します。 

§関口 隆副会長 佐藤あさ子先生、本日は人間の命と動物の命、同じ命の大切さについて考えてみます。 

§笠原正人会員  例会も今年最後、いろいろありました。来年は皆さんにとって良い年でありますよう

に!!! 

§村上芳弘会員  今年最後の例会に出席できて良かったです。今年 1年、大変お世話になりました。 

§若月章男会員  今年最後の例会です。1年間ありがとうございました。来年もよろしくお願いします。 

§仲田俊夫会員  今年の最後の例会です。来年はコロナに負けずにロータリー活動頑張りましょう！ 

§田中正夫会員  コロナだけではなく、ノロにも気を付けましょう。 

§金田秀壽会員  女房の誕生日にかわいい花をいただき、ありがとうございました。 

§横尾憲一会員  今月、カミさんの誕生日にお花、クリスマス例会のビンゴで蘭をいただき、我が家は

花で囲まれています。やっぱり団子より花ですね！ 

§関 享一会員  今年も色々お世話になりました。来年も更に一歩前進できるように努力致します。よ

ろしくお願いします。 

§山本敬三会員  良いお年を！ 

§小保方明美会員 毎日暗いニュースばかりで気も晴れません。今日は今年最後の例会なので出席しまし

た。今年 1年、色々とお世話になりました。来年は安心して毎日を過ごせる年になる

ことを祈っております。 

   §藤島 拓会員  来年は安全で安心に活動できる年になることを願ってスマイルします!! 

   §坂本昭一会員  今年最後の例会です。中野会長はじめ、多くの会員の皆様よりスマイルをしていただ

き、ありがとうございました。来年もよろしくお願い致します。 

      多くの会員の皆様にご協力戴きありがとうございました   15 名 金額  23,000 円  
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  招待卓話 

 

   あさ子動物病院  

 

獣医師 佐藤 朝子 様 

 

   プロフィール 

1947年     函館市に生まれる 

1966年     岩手大学農学部獣医科 入学 

1969年     病理学教室で学ぶ 

1970年 3月  岩手大学農学部獣医科 卒業 

1970年 4月  栃木県庁 家畜衛生保健所 勤務 

牛・馬・豚・鶏の検査業務につく 

1972年 3月  退職 

1972年     小動物専門病院 勤務 

1974年     退職 

1988年     日本動物福祉協会栃木支部を設立 

1988年     あさこ動物病院を開院 

主に、犬・猫の避妊・去勢手術、特に、保護をされた犬・猫の手術に、多忙な日々を送る 

2020年     現在に至る 

 

 

「動物愛護」と「動物福祉」 

 

私たち人とのかかわりが深い動物は、様々な立場でその生活環境が変わります。 

その動物を人にとって役に立つ、人にとって満足できる状態にすることが、動物愛護だと思いま

す。しかし、単に人の自己満足、感情のおもむくままの環境にしてしまうことがあり、それが動物虐

待につながります。時には、生命の尊重どころか、動物虐待から人への犯罪、殺人へとエスカレート

していくこともあります。 

30年ほど前に神戸で発生した「酒鬼薔薇事件」は、まさに動物虐待から殺人へとエスカレートして

いきました。これを教訓として、当時動物愛護法が見直されました。現在でも 5年に 1度改正されて

います。 

これに対し、動物の立場に立って最良の状態を保つこと、これこそが動物福祉です。これについて

は日本動物福祉協会から出版されているリーフレットに具体的に基本方針が示されています。 

今年の夏、コロナ禍で外出制限をする中、私は読書をする良い時間を持つ 

ことができました。その中で、「少年と犬」という本と出合いました。 

人と犬とのつながりを描いた本で、今年の直木賞受賞作です。本の中では、 

「動物愛護」の観点から、私たち人間の方が犬にたくさん助けられている 

ことがよく描かれている、“久しぶりに涙が止まらない”感動的な本でした。 
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 もう 1冊、「旅猫レポート」も印象的でした。猫の視点からよくとらえられ 

ており、この点では「動物福祉」の観点ではないかと思いました。 

動物との関わりに関して、人それぞれの立場は違いますが、人と動物が 

    お互いをよく観察しあうことが大切です。 

動物が人に対して「どうしてほしいか」を感じとること、これこそが 

共存共栄につながる一番確かな方法であると思います。 

 

【資料】 

動物福祉とは 

動物福祉とは一言でいえば、「動物が精神的・肉体的に充分健康で、幸福であり、環境とも調和して

いること」です。自分の気持ちの思うままに、気の向いたときだけかわいがることは、動物福祉が満

たされているとは言えず、「かわいがっている＝福祉に配慮している」とは言い切れないのです。 

動物も人間も命あるものであり、感覚があります。人間以外の動物の基本的ニーズ（生理的、環境

的、行動的、心理的、社会的）は人間と共有しています。飼育下あるいは人間によって制限された環

境にいる動物たちは、これらのニーズを自身で充たすことは出来ません。ですから、人間にはそのよ

うな動物ができる限り快適に、できる限り苦痛をうけずに生活できるようにする義務と責任がありま

す。 

国際的動物福祉の基本(5つの自由) 

1960年代の英国で、家畜の劣悪な飼育管理を改善させ、家畜の福祉を確保させるために、その基本

としてこの「５つの自由」が定められました。 現在では、家畜のみならず、ペット動物・実験動物等

あらゆる人間の飼育 下にある動物の福祉の基本として世界中で認められ、EUではこれに基づい て指

令が作成されています。 

英国では動物福祉法 2006の第 9条「福祉を保障するための動物の責任者の 義務」としてこの「５

つの自由」を「動物のニーズ」という形で条文に書 き込まれています。また、世界獣医学協会

（WVA）においてもその基本方針の中に謳いこまれております。 

5つの自由（5フリーダム）福祉の基本 

1.飢えと渇きからの自由 

• その動物にとって適切かつ栄養的に十分な食物が与えられていますか？ 

• いつでもきれいな水が飲めるようになっていますか？ 

2.不快からの自由 

• その動物にとって適切な環境下で飼育されていますか？ 

• その環境は清潔に維持されていますか？ 

• その環境に風雪雨や炎天を避けられる快適な休息場所がありますか？ 

• その環境に怪我をするような鋭利な突起物はないですか？ 

3.痛み・傷害・病気からの自由 

• 病気にならないように普段から健康管理・予防はしていますか？ 

• 痛み、外傷あるいは疾病の兆候を示していませんか？そうであれば、その状態が、診療さ 

  れ、治療されていますか？ 

4.恐怖や抑圧からの自由 

• 動物は恐怖や精神的苦痛（不安）や多大なストレスがかかっている兆候を示していません 
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   か？そうであれば、原因を確認し、的確な対応が取れていますか？ 

5.正常な行動を表現する自由 

• 動物が正常な行動を表現するための十分な空間・適切な環境が与えられていますか？ 

• 動物がその習性に応じて群れあるいは単独で飼育されていますか？また、離すことが必要で 

ある場合には、そのように飼育されていますか？ 

飼い主責任とは 

動物を飼育するには飼い主が果たさなければならない 2つの責任があります。 

その責任が果たせない人は飼い主になるべきではありません。 

動物に対する責任 

5つの自由に基づいたその動物にとっての快適な環境を与え、動物の心身の健康を確保し、動物が幸

福であること。もちろん、緊急災害時においても彼らを守れるのは飼い主です。 

社会に対する責任 

動物を飼育している人は、動物に対する責任はもちろんですが、社会に対する責任も負っているこ

とを忘れないでください。 

例えば、飼い犬にしつけをして迷惑をかけないように、糞を放置したりして公衆衛生上の問題を起こ

したりしないように、動物の生活環境や周辺環境を清潔にするなどして環境汚染を起こさないように

飼い主は心がけなければなりません。個人飼い主であれ、動物取扱業者であれ、農場主であれ、実験

動物の飼育管理者・実験者であれ、飼い主責任から逃れることはできません。 

以上の飼い主責任を考えた場合、野生動物をペットとして飼育するべきではないという結論に至り

ます。 

【動物虐待】とは「動物に不必要な苦痛を与える事」つまりは、「動物の心身に肉体的な苦痛・精神的な

苦痛・多大なストレス等を与えること」です。 

動物虐待には以下の２つのタイプがあります。 

1.意図的（積極的）虐待＝やってはいけない行為を行う・行わせる 

• 殴る、蹴る、熱湯をかける、動物を闘わせる等、身体に外傷が生じる又は生じる恐れのある 

 行為、暴力を加える 

• 心理的抑圧、恐怖を与える 

• 酷使 など 

2.ネグレクト＝やらなければならない行為をやらない 

• 健康管理をしない 

• 病気を放置 

• 必要な世話をしない 

• 劣悪な環境に動物を置くなど 

マスコミで騒がれる動物虐待といえば残虐な殺傷事件（意図的虐待）がほとんどですが、もっと身

近で頻繁に起こっているのが必要な世話をしないネグレクトです。 

まだまだネグレクトを虐待と認識されていない方が多く、病気でも治療もせず放置したり、食物が

十分でなくガリガリで あったり、毛玉だらけであったり、ゴミや糞尿の上というような不衛生な環境

で飼育していたり、狭いケージに閉じ込めたままであったり、夏冬の厳しい天候にも避ける所もない

状態で飼育していたり、短い鎖で繋がれっぱなしであっても、虐待とまでは思わない。しかし、これ

も明らかな虐待です。児童虐待防止法でも虐待の定義の中に「ネグレクト」が入れられております。
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平成 14年馬を衰弱させた事件（ネグレクト）の判決文の中で、「衰弱とまでいえなくとも、著しく不

衛生なところで餌や水を十分与えず不健康な状態に陥らせることは虐待である。」と虐待の定義の内容

が書き込まれました。意図的であってもなくても、虐待は「動物の心身の状態・置かれている環境の

状態によって判断されるべき」なのです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    プログラム     

 

 

日 付 時 間 プログラム 例会場 

1 月全例会中止  

コロナウィルス感染拡大防

止の為、全ての例会を中止

致します。 

 

 

 

出席報告    岩本一男 委員長 

 

 会員数   55名  前々回 12月 9日 

出席数   25名   訂正率  

欠席数    30名      62.50％ 

出席率  51.02％ 

 

例会予定 

 

12 月 30 日(水)  特別休会 

https://www.jaws.or.jp/

